
第 246 回 浜田市教育委員会定例会 
 

日 時： 令和 7年 12 月 22 日（月）15 時 00 分から 

場 所： 浜田市立中央図書館 2階多目的ホール 

出席者： 岡田教育長 杉野本委員 倉本委員 浅津委員 三浦委員 

事務局： 草刈部長 藤井課長 山口課長 石橋室長 松井課長 山本課長 

                （書記 日ノ原係長 堀上主任主事） 

 

1  教育長報告 

 

 

 

2  議題 

⑴ 浜田市教育委員会個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例施行

規則の一部を改正する規則について            ･･････ 資料 1 

 

⑵ 教職員の人事異動について 

 

3  部長、課長等報告事項 

⑴ 教育部長                       ･･････ 資料 2～4 

 

 

⑵ 教育総務課長                      ･･････ 資料 5 

 

 

⑶ 学校教育課長                      ･･････ 資料 6 

 

 

⑷ 学力向上推進室長                    ･･････ 資料 7 

 

 

⑸ スポーツ振興課長兼高校総体・国スポ・全スポ推進室長 ･･････ 資料 8～12 

 

 

⑹ 文化振興課長兼神楽文化伝承室長             ･･････ 資料 13 

 

 

4  その他 

 ⑴ その他                         

 

 



 

 

※次回定例会日程  令和 8年 1 月 26 日（月）15 時 00 分から 

            場所：浜田市立中央図書館 2階多目的ホール 

 

  ※次々回定例会日程 令和 8年 2 月 20 日（金）14時 30 分から 

場所：浜田市役所本庁 4階講堂 AB 



令和7年12月22日　
内容

11月30日 （日）

モルック健康促進プロジェクト（サンビレッジ浜田）
学校保健会講演会（いわみーる）
　　演題：将来の健康と疾患予防のために小中学生に伝えたいこと
 　 講師：新潟大学医学部　血液・内分泌・代謝内科　曽根博仁教授

12月1日 （月）
12月議会開会（提案説明）
市長要望同席（浜田市野球連盟）

12月2日 （火）
校長会（中央図書館）
12月市議会（一般質問）

12月3日 （水） 12月市議会（一般質問）

12月4日 （木） 12月市議会（一般質問）

12月5日 （金）
12月市議会（一般質問）
市長表敬同席（野球エキスパート指導者・清水雅治さん）
市長表敬同席（浜田一中・全国中学校駅伝大会出場報告）

12月7日 （日）
浜田市人権・同和教育講演会（いわみーる）
　　演題:こども基本法とこどもの権利条約
　　講師：島根県教育庁人権同和教育課　折坂育子指導主事

12月8日 （月）

12月市議会（議案質疑）
浜田市総合振興計画策定委員会（庁議室）
浜田市行財政改革推進委員会（市役所講堂）
浜田地区防衛協会意見交換会（ニューキャッスルホテル）

12月9日 （火）
人事異動に係る校長面談（教育委員室）
石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会（中央図書館）

12月10日 （水） 文教厚生委員会（全協室）

12月11日 （木）
人事異動に係る校長面談（教育委員室）
全日本同和会島根県連合会要望活動対応（庁議室）
浜田市人権作品コンクール表彰式（浜田まちづくりセンター）

12月12日 （金）
12月市議会予算決算委員会
市長表敬同席（広島カープJr.チーム選出報告・松下恵士さん）

12月14日 （日） しおかぜ駅伝表彰式（サンマリン浜田）

12月15日 （月） 人事異動に係る校長面談（教育委員室）

12月16日 （火） 人事異動に係る校長面談（教育委員室）

12月17日 （水） 12月市議会採決・全員協議会

12月18日 （木） 人事異動に係る校長面談（教育委員室）

12月19日 （金） 浜田市文化財審議会（中央図書館）

12月22日 （月）
高校総体実行委員会（市役所講堂）
教育委員会定例会（中央図書館）

第246回浜田市教育委員会定例会・教育長報告

月日



新規・改正規程概要説明資料 

担当課名称 教育総務課 

1 区 分 新規 ・ 改正 規則 ・ 告示 ・ 訓令 

2 題   名 
浜田市教育委員会個人番号の利用及び特定個人情報の提供

に関する条例施行規則の一部を改正する規則 

3 目的・理由 

地方公共団体情報システムの標準化に関する法律（令和 3

年法律第 40 号）に基づき、住民記録等の業務を令和 8 年 1

月以後国の示した標準仕様書に準拠したシステムに移行す

る中、一元的に住登外者（市の住民基本台帳に記録されて

いない者をいう。以下同じ。）の登録・管理を行う「住登

外者宛名番号管理機能」を扱う事務については、マイナン

バーの独自利用を行う事務等として条例に定める必要があ

るとの見解が国から示されたため、条例の改正に伴い、所

要の改正を行うものです。 

4 概 要 
住登外者宛名情報関係事務に利用する情報の追加（第 3 条

関係） 

5 施行期日等 公布の日 

 

令和 7 年 12 月 22 日 

教育委員会定例会資料 

教 育 総 務 課 

　　 　　 資料1
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浜田市教育委員会個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条

例施行規則の一部を改正する規則 

 

浜田市教育委員会個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

施行規則（平成 27 年浜田市教育委員会規則第 6 号）の一部を次のように改正

する。 

第 3 条を第 4 条とし、第 2 条の次に次の 1 条を加える。 

（住登外者宛名番号管理機能関係事務） 

第 3 条 条例別表第 3 の 2 の項に規定する規則で定める事務は、住登外者宛

名番号管理機能による住登外者に係る宛名の登録及び変更に関する事務

とする。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

 

 

 

-3-



 

浜田市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を

改正する条例 

 

浜田市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例（平成 27 年

浜田市条例第 51 号）の一部を次のように改正する。 

第 4 条第 4 項中「前 2 項」を「第 2 項」に改める。 

別表第 1 中 3 の項を 4 の項とし、2 の項を 3 の項とし、1 の項を 2 の項と

し、同項の前に次のように加える。 

1  市長 市の事務を処理するために利用する情報システムの機能の

うち住登外者（市の住民基本台帳に記録されていない者をい

う。以下同じ。）を特定する固有の番号を付番し、管理するも

の（以下「住登外者宛名番号管理機能」という。）による住登

外者の情報の管理に関する事務であって規則で定めるもの 

別表第 2 中 4 の項を 5 の項とし、同表 3 の項中 

「   

を 

 ⑴ 地方税関係情報 

⑵ 生活保護関係情報 

⑶ 外国人生活保護関係情報 

⑷ 医療保険給付関係情報 

 

  」 

「   

に改め、同項を同表 4 の項とし、 

 ⑴ 住登外者宛名情報 

⑵ 地方税関係情報 

⑶ 生活保護関係情報 

⑷ 外国人生活保護関係情報 

⑸ 医療保険給付関係情報 

 

  」 

同表中 2 の項を 3 の項とし、同表 1 の項中 

「   

を 

 ⑴ 地方税関係情報 

⑵ 生活保護関係情報 

⑶ 外国人生活保護関係情報 

⑷ 医療保険給付関係情報 

 

  」 

参 考 
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「   

に改め、同項を同表 2 の項とし、 

 ⑴ 住登外者宛名情報 

⑵ 地方税関係情報 

⑶ 生活保護関係情報 

⑷ 外国人生活保護関係情報 

⑸ 医療保険給付関係情報 

 

  」 

同項の前に次のように加える。 

1  市長 住登外者宛名番号管理機

能による住登外者の情報

の管理に関する事務であ

って規則で定めるもの 

住登外者宛名情報であって規則

で定めるもの 

別表第 2 に次のように加える。 

6  市長 市長が行う法別表の下欄

に掲げる事務であって規

則で定めるもの 

住登外者宛名情報であって規則

で定めるもの 

別表第 2 備考中第 4 号を第 5 号とし、第 1 号から第 3 号までを 1 号ずつ繰

り下げ、同表備考に第 1 号として次の 1 号を加える。 

⑴ 住登外者宛名情報 住登外者宛名番号管理機能による住登外者の

情報の管理に関する情報をいう。次表において同じ。 

別表第 3 に次のように加える。 

2  教育

委員会 

住登外者宛名番号管理機

能による住登外者の情報

の管理に関する事務であ

って規則で定めるもの 

市長 住登外者宛名情報

であって規則で定

めるもの 

附 則 

この条例は、規則で定める日から施行する。 
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個人一般質問 通告一覧（令和７年 12 月浜田市議会定例会議） 

 

１ ８番 森 谷 公 昭 

 １ 工業用水道会計と中国電力との合意書の適法性について      

 ２ 工業用水道会計における利益剰余金約 4 億円の算定根拠について 

 ３ 工業用水道に関する監査委員の再調査の必要性について 

 ４ 行政の説明責任(アカウンタビリティ)の強化について 

 ５ 教育委員会の公益通報への対応改善について     

 ６ 教育委員会が「裁判中」を理由として説明を拒否する運用の妥当性に 

ついて 

 ７ スケート場の用途変更の再評価について 

 ８ スケート場跡地活用における市民意見募集の実施について 

 ９ まちづくり条例に基づく行政説明義務の徹底について       

１０ 議員による事前審査(事前協議)の廃止・見直しについて 

１１ 学校給食費の負担軽減及び無償化の検討について 

１２ 子育て支援における家庭保育と保育園利用者の格差是正について 

１３ 高齢者向け 100 円タクシー制度の恒常運用について       

１４ ごみ出し支援サービスの公的導入について 

１５ 市役所の説明の「誠意義務」明文化について 

１６ 市の不服審査制度の運用改善について 

１７ 市役所の契約・入札情報の透明化について      

１８ 行政文書に対する開示拒否の運用見直しについて 

１９ 公文書管理条例の制定について 

２０ 三隅火力発電所周辺の環境影響調査について 

２１ 公園の草刈り・溝掃除の行政負担化について       

２２ 空き家対策の強化について 

２３ 住宅確保困難者への支援強化について 

２４ 生活道路の補修及び舗装計画の公開について 

２５ 浜田医療センターの医師確保対策の強化について       

２６ 小児救急体制の強化について 

２７ 学校の教育環境(ICT・空調等)の改善について 

２８ 不登校支援の充実及び授業動画配信制度の導入について 

２９ 地域包括ケア体制の見直しと相談員増員について      

３０ 大雨災害時の避難誘導体制の改善について 

３１ 防災無線の音質改善とスマホ連携強化について 

３２ 救急搬送の待機時間短縮策について 

３３ 市税滞納整理の改善と相談体制強化について       

３４ 市役所職員の接遇向上研修の実施について 

３５ マイナンバーカード業務の改善について 

３６ 市内事業者への優先調達制度の強化について 

３７ 市営住宅の入居基準の見直しについて     

３８ 地域交通(デマンドタクシー)の強化について 

３９ 市内バス路線の維持・再編について 

４０ JR 浜田駅周辺整備計画の見直しについて 

資料3



 
 2 / 6 

 

４１ 旧三桜酒造跡地の透明性ある利活用について 

４２ 港町周辺の再開発事業における情報公開強化について 

４３ 河川の定期点検体制の強化について       

４４ 農業振興策(担い手支援)の強化について 

４５ 米不足・備蓄米の流通実態調査について 

４６ コメ利権構造の実態解明について 

４７ 中小企業の事業承継支援の拡充について       

４８ 副業・複業支援政策の導入について 

４９ 地域商店街活性化の戦略策定について 

５０ 市内観光プロモーションの改善について 

５１ 外国人観光客への受入環境整備について       

５２ 暮らしの相談窓口のワンストップ化について 

５３ 障害福祉サービスの利用調整の見直しについて 

５４ 保育園と家庭保育の支援格差是正について 

５５ 保育園の待機児童ゼロ計画の強化について       

５６ 保育士の処遇改善について 

５７ 避難所のバリアフリー化について 

５８ 若者が暮らしやすい浜田市の実現について 

５９ 人口減少対策の実効性評価について       

６０ 公金支出の透明化と効果検証について 

６１ スケート場の問題について 

６２ リハビリテーションカレッジ島根への支援を市が避け続けている理由 

   について 

６３ 添付ファイル削除による公文書改ざん疑いについて 

６４ 道の駅ゆうひパーク三隅の指定管理に係る不透明感のある選定につい 

   て 

        

２ １４番 串 﨑 利 行 

 １ 農業の振興につて 

 （１）圃場整備事業の進歩と効果について 

 （２）営農体制について 

（３）担い手確保と新しい働き方への転換について 

（４）圃場整備後を見据えた維持的な農業モデルについて 

（５）生産部会について 

（６）共同利用施設について 

２ ハンター育成について 

 

３ １１番 足 立   豪 

 １ 保育事業について       

 （１）保育園並びにこども園について 

 （２）保育料無償化について 

 ２ 在宅生活の尊厳を守る「訪問入浴サービス」の持続的提供と活用促進 

について 

 （１）地域包括ケアシステムの理念について 
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 （２）在宅生活の尊厳を守る「訪問入浴サービス」の持続的提供と活用推 

進について 

 

４ ５番 花 田   香 

 １ 子どもの権利の保障について       

 （１）子どもの権利条例の考え方について 

 （２）子どもの権利条例の制定について 

（３）子どもの権利条例と不登校の関係性について  

 

５ ２２番 川 神 裕 司 

 １ 加速する人口減少に対応できる市政運営について     

 （１）人口減少を前提とした各種計画立案の推進について 

 （２）都市機能集約を基本とするコンパクトシティに対する見解について 

 （３）DX を駆使したスマートシティ構想に基づく市政運営について 

 （４）円滑な行政運営を行うための行政組織の活性化について 

 ２ 2030 年問題対応のための戦略について 

 （１）医療・介護の逼迫に対する認識と対応について 

 （２）税収の本格減少と行財政改革について 

 ３ 浜田市における財産である石見神楽振興戦略について 

 （１）石見神楽振興における重点施策について 

（２）「石見神楽」及び石見神楽関連ものづくりに対する早期文化財指定に 

ついて 

 （３）石見神楽保存・伝承拠点に関する方向性について 

 

６ ９番 大 谷   学 

 １ 市長の市政運営への基本的な考え方について     

 （１）最優先事項について 

 （２）UI ターンにつながるシビックプライドの醸成について 

 （３）図書館機能や美術館機能の向上について 

 （４）学校の自由裁量経費の増額について 

 ２ 災害に強い安心安全なまちづくりを目指した取組について 

 （１）自走式トイレカーの導入の再提案について 

 

７ ２１番 西 田 清 久 

 １ 持続可能な中山間地域について       

 ２ 浜田に住みたい・住み続けられる環境整備について 

 ３ 「社会教育をまちづくりの土台に」について 

 

８ １８番 芦 谷 英 夫 

 １ 所信表明について       

 （１）協働のまちづくりの推進について 

 （２）浜田駅周辺エリアのグランドデザインについて 

 （３）高齢者福祉の推進について 

 ２ 人口減少を食い止める政策について  
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 ３ 観光入込客増に向けた施策について 

 ４ 市民生活の状況について 

 

９ ６番 戸津川 美 二 

１ 市への政策に関わる提言について 

 （１）民間団体等からの提言について 

 （２）連合島根浜田地区会議からの政策提言にある現状と課題について 

 ２ 島根県立大学について 

 （１）浜田市との共同研究事業について 

 （２）県立大学生の地元就職について 

 

１０ ７番 村 木 勝 也 

１ 新市まちづくり計画（平成 17 年 9 月）と今後の浜田市について       

 （１）新市まちづくり計画の概要について 

 （２）【地域づくり】における「地域の特性を活かしたまちづくりの連携」 

について 

（３）【地域づくり】における「大学等高等教育機関と連携した地域づくり」 

について 

（４）【人づくり】における「生涯学習の充実」について 

（５）今後の「新市まちづくり計画」について 

 

１１ １３番 柳 楽 真智子 

 １ 産後ケアについて       

 ２ 子どもの権利について 

 （１）子どもの権利を守る対策について 

 （２）子どもの権利条例策定について 

 

１２ １２番 川 上 幾 雄 

 １ 地域の現状について 

 （１）住民の声や市内の現状受止めについて 

 ２ 浜田の現状認識について 

（１）空き家問題と地域維持について 

（２）市道整備と生活インフラについて 

（３）公共施設の老朽化について 

（４）農林水産業について 

３ 教育と若者定着について 

（１）教育の魅力化について  

 （２）教育環境と若者定着について 

 ４ 地域経済と産業振興について 

 （１）高度衛生管理型荷さばき所について 

（２）道の駅ゆうひパーク浜田について 

５ 市政運営の透明性と信頼回復について 

（１）不祥事の説明責任について 

（２）随意契約・指定管理・補助金交付について 



 
 5 / 6 

 

６ 新市長としての市民への思いについて 

（１）将来像と決意について 

 

１３ １６番 笹 田   卓 

 １ 三浦新市長の所信表明に関する今後の施策について       

 （１）「こどもにやさしい環境をつくる」について 

 （２）「社会教育をまちづくりの土台に」について  

 （３）「メリハリある施設整備と民間協働」について 

 （４）「産業と働き方をアップデート」について 

 （５）「デジタルで暮らしと経済を前進」について 

 （６）「コミュニティの力で地域を再生」について 

 （７）「戦略的な生活基盤の維持」について 

 （８）財政運営について 

 

１４ ２番 今 田 実 延 

 １ 鳥獣被害対策について 

 （１）捕獲及び処理体制について 

 （２）捕獲体制の強化について 

 （３）ジビエ活用の推進について 

 ２ 浜田市地域公共交通計画について 

 （１）交通現状と課題認識について 

 （２）将来の交通政策の方向性について 

 ３ 浜田市ふるさと同窓会支援事業補助金について 

 （１）利用実績及び効果検証について 

 

１５ ４番 遠 藤 祐 之 

 １ 保育士の処遇改善について 

（１）浜田市の保育士の総数について 

 ２ 市の財政力指数について 

 （１）浜田市の財政力指数の向上について 

 ３ 市役所業務の DX 化について 

 （１）市役所業務の簡素化、簡略化について 

 

１６ １番 西 田 一 平 

 １ 美又温泉新施設・飲食機能強化について 

 （１）飲食店誘致の現状と課題について 

 （２）観光拠点としての飲食機能の重要性について 

 （３）既存の商業支援制度の課題について 

 （４）美又温泉地区特化型支援制度の創設について 

 （５）予算措置と財源確保について 

 （６）食による観光戦略の総合的展開について 

 ２ 観光行政の改革について 

 （１）広島県における観光推進体制の改革事例について 

 （２）観光行政の現状と課題認識について 
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 （３）観光交流課業務の観光協会への移管可能性について 

 （４）段階的改革に向けた調査研究の実施について 

 

１７ １０番 沖 田 真 治 

１ 人口減少社会におけるインフラ管理の課題と方策について 

（１）市が維持管理する道路・橋梁について 

 （２）道路及び橋梁の維持管理費用について 

（３）今後の維持管理の課題と方策について 

２ 消防団員へ貸与される装備品について  

 

１８ ３番 岡 山 令 子 

 １ 浜田市の情報発信のあり方について       

 （１）浜田市全体の情報発信について 

 （２）まちづくりセンターの情報発信について 

 ２ 浜田市 DX 推進計画について 

 ３ 島根県立大学との連携について 

 ４ 生涯スポーツの推進について 

 

１９ １９番 佐々木 豊 治 

 １ 所信表明について 

 （１）特に力を入れる施策について 

 （２）グランドデザイン策定について 

 （３）施設整備について 

 （４）中山間地域の医療対策について 

 ２ 再生可能エネルギー発電事業に関する条例制定について 

 ３ 外国人労働者の環境づくりについて 

 ４ 市民生活支援について 

 ５ 校内フリースクールの拡充について 

 

２０            １７番 岡 本 正 友 

 １ 新市長の市政運営について 

 （１）新市長の市政運営の方針と「現場主義」「対話」の実効性について 

 （２）市営住宅における消防訓練未実施と指定管理の適正運用について 

 （３）危険空き家対策の推進と除却の遅れについて 

 

２１ １５番 小 川 稔 宏 

 １ メンタルヘルス対策とカスタマーハラスメント条例について 

 ２ 深刻化するクマ被害への対策について 

 ３ （仮称）島根県浜田市風力発電事業における災害対策について 

 ４ 中心市街地のグランドデザインについて 

 ５ 子ども施策に関する条例制定について 

 ６ 国際交流の促進のスタンスについて  

 



令和7年12月浜田市議会定例会議議決結果等一覧

会議の期間　　12月1日～12月17日　17日間

請願第15号 まちづくり条例に基づく行政説明の徹底を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第16号 公共交通デマンドタクシーの運行拡充を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第17号 市内バス路線の維持及び再編を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第18号 救急搬送における待機時間短縮策を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第19号 公共施設のバリアフリー化推進を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第20号 診療報酬引き上げと地域医療の維持を求める意見書の提出について 12月17日　採　　択

請願第21号 高齢者向け100円タクシー制度の恒常化を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第22号 独立行政法人　国立医療機構　浜田医療センターの医師確保対策強化
を求める請願について

12月17日　採　　択

請願第23号 小児救急医療体制の強化を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第24号 地域包括ケアの支援体制見直しを求める請願について 12月17日　採　　択

請願第25号 子育て支援の充実の請願について 12月17日　採　　択

請願第26号 子育て支援の公平性確保を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第27号 高齢者・要支援世帯へのごみ出し支援制度を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第28号 三隅火力発電所の環境影響調査を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第29号 市における動物愛護施策の強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第30号 マイナンバーカード関連業務の改善を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第31号 市民相談窓口のワンストップ化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第32号 市税滞納整理と相談体制の改善を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第33号 教育委員の皆様への文書について、確実に到達されるよう求める請願
について

12月17日　不 採 択

請願第34号 学校給食費負担軽減の検討強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第35号 学校給食における地産地消の促進を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第36号 教育委員会の会議公開範囲拡大を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第37号 市立図書館の蔵書充実と利便性向上を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第38号 不登校支援及び授業動画配信体制の導入を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第39号 中学校部活動の地域移行を慎重に進めることを求める請願について 12月17日　採　　択

請願第40号 学校トイレの洋式化及び衛生環境改善を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第41号 通学路の安全対策強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第42号 ICT教育の充実を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第43号 行政判断に用いられる資料の内容・数字の根拠の丁寧な確認をお願い
する請願について

12月17日　採　　択

請願第44号 教育委員会の公益通報対応改善を求める請願について 12月17日　不 採 択

抜粋　資料4
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令和7年12月浜田市議会定例会議議決結果等一覧

会議の期間　　12月1日～12月17日　17日間

請願第45号 裁判係属中を理由とした説明拒否の改善を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第46号 旧スケート場の用途変更に関する再評価を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第47号 スケート場跡地活用における市民意見募集の強化を求める請願につい
て

12月17日　不 採 択

請願第48号 市立体育施設の利用環境改善を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第49号 いじめ防止及び人権教育の強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第50号 工業用水道会計に関する中国電力との合意書の調査を求める請願につ
いて

12月17日　採　　択

請願第51号 工業用水道会計における利益剰余金の根拠調査を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第52号 工業用水道会計の再監査を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第53号 三隅工業用水道会計の情報開示強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第54号 浜田市商店街の活性化支援を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第55号 JR浜田駅周辺整備の透明性向上を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第56号 三桜酒造跡地の利活用に関する透明性確保を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第57号 農業担い手支援の強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第58号 港町周辺再開発における説明責任の強化を求める請願について 12月17日　不 採 択

請願第59号 市管理区域の草刈り・溝掃除の行政負担化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第60号 生活道路の補修計画及び舗装基準の明確化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第61号 市内河川の点検強化及び治水対策の充実を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第62号 市内公園の安全管理と維持強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第63号 空き家対策の強化を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第64号 市営住宅の入居基準見直しを求める請願について 12月17日　採　　択

請願第65号 所管事務調査の適正な運用改善を求める請願について 12月17日　採　　択

請願第66号 行政と議会の事前審査運用の見直しを求める請願について 12月17日　不 採 択

発議第7号 議員定数等議会活性化特別委員会の設置について 12月17日　原案可決
12月17日　選　　任

発議第8号 診療報酬引上げと地域医療の維持を求める意見書について 12月17日　原案可決

選挙第4号 浜田市選挙管理委員の選挙について 12月17日　当　　選
（岡本　正博）
（瓦田　富子）
（勝田　茂太）
（岡本　真司）

議会提出議案等

○選挙
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令和 7 年 12 月 22 日 

教育委員会定例会資料 

学 校 教 育 課 

令和 7年度 第 12 回 浜田市図書館を使った調べる学習コンクールについて 

 

1 事業目的 

○ 調べる学習を通して、図書館利用の促進と課題解決学習への意欲増進を図る。 

○ 学校図書館・公共図書館の資料やインターネットなど、様々な情報を活用した

「調べる学習」を通して、子どもたちが自ら考え、判断し、表現する力を育

み、「学ぶ楽しさ」や「知る喜び」を実感する機会を創出する。また、その取

組の中で各学校図書館、公共図書館での調べ方を体得し、有効に活用しながら

課題を解決する力を養う。 

○ 審査会に参加した教員や学校司書が、応募された作品を評価することを通し

て、学校図書館活用教育の指導力を高める。 

2 事業実績 

（1）開催日時・場所 

・5月 01 日(木) 校長会及び関係諸団体への広報開始 

・6月 10 日(火) 調べる学習研修会：浜田市立中央図書館 参加者 37 名 

   ・7 月 22 日(火)～8 月 20 日(水) 調べる学習応援講座 参加者延べ 231 名 

              調べる学習相談会 参加者 4名 

   ・10 月 13 日(金)～10 月 9 日(木) 作品受付（中央図書館） 

・10 月 21 日(火） 予備審査会（中央図書館）9:30～15:30 

・10 月 28 日(火） 最終審査会（中央図書館）13:30～16:30 

・11 月 04 日(火） 全国推薦作品一覧（16 点）を図書館振興財団に報告 

・12 月 10 日(水)  表彰式（中央図書館）15:30～16:30 

（2）応募作品数 

校種 区分 

応募作品数 

(校内審査対象数) 

校内審査を通過して 
浜田市コンクールへ 
出品した作品数 

一般部門 自由部門 一般部門 自由部門 

小学校 

低学年の部  96 160 21 8 

中学年の部  184 453 27 7 

高学年の部 190 284 36 3 

中学校 中学校の部 375 15 38 3 

小計 845 912 122  21 

合計 1,757 143 

（3）作品の講評 

・自分の疑問について、本やインターネット、フィールドワークなどからたくさ

んの情報を集め、探究的に調べている作品が増えている。 

・アバターなどを使ったり、要約をしたりして、調べたことを丸写しするのでは

なく、自分の言葉でまとめられるようになってきている。 

・学年が上がるにつれて自分の力だけで調べる力がついてきている。 

（裏面あり） 

　　 　  　 資料6



（4）部門別の優秀賞作品 

ア 一般部門（レポート形式） ※全国推薦作品 

低
学
年
の
部 

松原小学校 1年 小田 桃子 おいしい！すごい！さとうとしお 

長浜小学校 2年 永見 果乃芭 めざせ！チョコレートはかせ！ 

三階小学校 1年 松原 涼葉 
さいじょうきゅうにかわいいアイドルをめ

ざして 

三階小学校 2年 福永 知寛 キリギリスのなくしくみ 

中
学
年
の
部 

原井小学校 4年 下垣 壮輔 石油が大ピンチ 

松原小学校 3年 小田 珠実 リコーダーから広がる音のせかい 

雲城小学校 4年 山口 瑠惺 じいじのすべて 

雲城小学校 4年 𠮷村 さゆり みんなにとって大切な音のパワー 

高
学
年
の
部 

松原小学校 5年   小田 宗祐 刀はなぜかっこいいのか 

石見小学校 6年   水野 響花 水について～私達にとって水とは～ 

長浜小学校 5年   藤田 真奈 ねむれないほど 面白いねむり 

長浜小学校 5年   田中 奏志 
かちたい！シリーズ パート 5 

「勝ちたい！自分に」 ～ぼくってギフテッド！？奏の巻～ 

中
学
校
の
部 

第一中学校 1年 内藤 暖乃 視力って回復する？ 

第一中学校 3年 㯃松 竜之介 Know More‼ 北方領土 

第二中学校 2年 岸本 彩乃 和食はなぜ外国人から人気なのか 

第二中学校 3年 池田 沙良 
領土問題を自分事として捉えるにはどうし

たら良いのか 

イ 自由部門（レポート形式以外） 

 

 学校・学年 氏名等 作品名 

低
学
年 

美川小学校 1年 共同作品 
どうやってみをまもるのかな 

どうぶつのヒミツ 

松原小学校 2年 共同作品 野さいのそだて方、そだち方 

美川小学校 2年 共同作品 どうぶつのひみつ図かん 

中
学
年 

松原小学校 4年 共同作品 わたしのクラスの生き物図鑑 

高
学
年 

美川小学校 5年 共同作品 美川クリーン大作戦 

今福小学校 6年 中原 唯 日本の米の今と昔 

中
学
生 

金城中学校１年 岡本 唯愛 金閣寺と白川郷について 

金城中学校 2年 酒井 琉希 白神山地とお台場の秘密 

金城中学校 2年 宮本 麗姫 厳島神社と阿蘇山について 
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第８回（１２月）市校長会資料 

令和7年１2月 2（火） 

学力向上推進室 

 

 

 

 

 

 

１ 小中連携教育について 

 

 浜田市小中連携教育においては、目標値を設定して実施状況についての評価を行ってきました。この目

標値に対する評価は、島根県学力調査における児

童生徒への生活・学習に関する調査の結果を活用

していましたが、この学力調査が取りやめとなっ

たために評価のためのデータ収集ができなくな

りました。 

そこで、浜田市独自のアンケート調査を行うこ

とにしました。本来でしたら、12月 8日（月）に

行う小中連携推進者会において決定後に実施す

べきところですが、日程の都合上校長会で先に

（案）として情報提供をさせていただきます。 

 

１ 対象学年  小学校第５学年、中学校第２学年 

２ 実施期間  令和７年１２月１０日（水）～１２月１６日（火） 

３ 実施方法  Microsoft Forms アンケート 

４ 提出締切  令和7年１２月１９日（金） 

５ 質問項目  ○ 普段（月曜日から金曜日）、１日あたりどれくらいの時間、テレビゲームをしますか。 

（コンピューターゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲー 

ムも含む）。 

          4時間以上 / 2時間以上、4時間未満 / 1時間以上、2時間未満 / 1時間未満 

○ 学校に行く日は、学校の授業時間以外に、１日にどのくらい勉強をしますか。 

ほとんどしない / 10分くらい / 20分くらい / 30分くらい / 

1時間くらい / 1時間30分くらい / 2時間くらい / 2時間より長い 

○ 次の中から選んでください。 
とても当てはまる / まあ当てはまる / あまり当てはまらない /  
まったく当てはまらない 

        ・自分で勉強の計画を立てて、勉強している。 

        ・しょう来の夢や目標をもっている。 

        ・自分には、よいところがあると思う。 

        ・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 

        ・「総合的な学習の時間」では、集めた情報を課題に沿って整理して考え、発表する学習に  

取り組んでいる。 

・自分が住んでいる地いきが好きである。 

令 和 7 年 12 月 22 日 

教育委員会定例会資料 

学 力 向 上 推 進 室 

浜田市のとらえる「学力」  ＝  浜田市の児童生徒の「課題」 

限られた時間で、多くの情報の中から課題解決に必要な情報を収集して考え、

根拠を明確にして筋道を立てて表現（文章、式、図、音声言語など）する力 

　　　　 資料7
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２ 次年度の教育課程の編成に向けて 

 

 次年度の教育課程の編成を考え始める時期となりました。インフルエンザによる学級閉鎖や積雪等による

臨時休業などに備えて予備時数を多めに設けておきたい、と考えられる校長先生も多いのではないでしょう

か。しかし、それがあまりに多いと、児童生徒や教職員の学校生活を圧迫しかねません。 

 子どもたちの学校生活が充実したものになるために、学校行事や特別活動の時間をどれくらい当てればよ

いか、内容はどうあればよいか等を、今のうちから熟議してみられたらいかがでしょうか。 

 

 

 ①  ②  ③  ④  ⑤  ⑥  

学校名 授業予定 

日数 

授業可能 

総時数 

年間予定 

授業時数 

学校行事 特別活動 予備時数 

○○小学校 １９９ １１１９ １０１５ ４３ ３２ ２９ 

△△小学校 ２００ １２０２ １０１５ ５０ ４７ ８４ 

□□中学校 ２００ １１２７ １０１５ ５０ ２１ ４１ 

・・中学校 ２０１ １１４４ １０１５ ５２ １３ ６４ 

   （数字は架空のものです。）  

 予備時数は万が一のための「守りの予備時数」ではなく、学校のカラーを出していくため

の「創意工夫の予備時数」であってほしいものです。 

 過去の実績をみても、病気の流行や自然災害等によって１０日以上の予備時数で対応せざるを得なくなる

ことはありませんでした。予備時数の過剰な確保ではなく、「ゆとりのある教育課程」の編成をお願いいた

します。 

 

３ 次年度の島根県の学力育成に係る取組の推進について 

（令和７年度第３回県・市町村教育長会議・学力育成会議 及び 

令和8年度義務教育推進室関連事業オンライン説明会より） 

（１）学びの基盤に関する調査（たつじんテスト） 

  ① 年度末報告と事業評価について 

    今年度の実施校（浜田市は全小学校４年生及び一部３年生に実施）に対し、年度末の報告を依頼

している。その中で、以下の調査を行いどの段階まで取組が推進され、変容が見られたのかを把握

し、来年度の実施につなげていくことを考えている。 

 

 ② 令和８年度事業について 

    今年度からの主な変更点 

    ○ 学校及び自治体がCBTと PBTを選択できるようにする。 

    ○ 小学校１年生（PBTのみ）での実施まで事業を拡充する。 

 

     ※県はPBTを推奨 

      理由：児童生徒の理解把握に有効 （詳細は説明会で） 

❶ たつじんテストにより、児童生徒のつまずきに気づくことができた。 

❷ たつじんテストにより気づいたつまずきを踏まえ、各教科等の支援を考えることができた。 

❸ 授業や生活において、具体的な支援ができている。 

❹ 学校全体で指導や支援の工夫が共有され、授業改善につながっている。 

❺ 児童生徒が「分かる」喜びを実感し、主体的に学習意欲が向上している。 

⑥＝②－③－④－⑤ 

⑥を考える時

に、そもそも②

の設定が妥当な

のかということ

を考えてみてく

ださい。あまり

に多いと根拠を

お聞きする場合

もあります。 

④や⑤は豊かな学校生活を送るためのものになっていますか？ 

未定稿の資料をもとにしているので、今後変更や修正が生じる場合があります。 
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    調査事前・事後報告 

    ・実施する学年、人数、PBTか CBTか等を報告する。 

      提出先  市町村立学校 ➜ 市町村教育委員会 ➜ 県教育委員会 

                       県教育委員会への提出期限は令和9年2月 26日（金） 

 

    調査実施の流れ 

     1月 実施希望の照会フォーム送付 

     2月 管理職説明会（オンライン） 

     3月 実施希望校、学年、人数の報告 

     4月 実施通知、手引きの送付等 

     5月 実施した学校から随時、調査結果の分析・活用 

 

    令和8年度研修の予定   「たつじんテスト」実施校悉皆対面研修 

      

      

（２）小学校理数教科指導力向上プロジェクトについて 

  ① 授業改善リーダー教員による公開授業   指導助言：島根県立大学 磯部年晃 教授 

     

 

 

 

 

 

  ② CBTシステム運用・活用状況 

○ ７月よりシステム構築、９月１６日より運用開始 

現在６問公開している。（４年生「面積」、５年生「分数」、６年生「線対称」） 

今年度中に１５問程度の公開を行う。 

      今後、教科書の指導計画に合わせ、評価問題、授業プランを順次公開する。 

 

  ③ 令和８年度事業依頼（理科を追加） 

    ○ 令和８年度から小学校算数科に加え、小学校理科についても実施する。 

    ○ 理数枠採用者を優先し、市教育委員会からは２名、町村教育委員会からは１名の推薦を受け、 

      授業改善リーダー教員として指名する。 

○ 担当教科の授業を実施している教員を授業改善リーダー教員とする。その中から代表者を選出

し、授業プランに基づく授業公開を行う。 

 

研修名 期日・会場 時間 講師 

学びの根っこをぐんぐん

伸ばすプロジェクト「学

びの基盤に関する調査」

研修 

5月 13日（水） 

出雲合同庁舎 
13：30～16：30 

慶応義塾大学名誉教授 

今井むつみ教育研究所所長 

今井むつみ氏 

5月 14日（木） 

浜田合同庁舎 
13：30～16：30 

5月 15日（金） 

松江合同庁舎 

隠岐合同庁舎 

島前集合庁舎 

13：30～16：30 

日付 実施校 対象学年 単元 

１０月２９日 益田市立高津小学校 ４年生 面積 

１２月１２日 浜田市立周布小学校 ５年生 割合 

２月５日 松江市立鹿島東小学校 ５年生 割合とグラフ 

資料A 

積極的な活用をお願いします。 
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（３）学校図書館活用教育研究事業について 

  ① 令和８年度事業 

    ○ 令和７年度と同様の活動を考えている。  

○ 本県は、「子ども読書県しまね」として学校図書館教育に力を入れており、司書教諭。学校司

書配置率が高く、学校図書館が有効に活用されている。読書離れや不読率の上昇が危惧される

中、学校図書館の「読書センター」としての機能をさらに生かすことが求められていると考え

ている。あわせて、探究的な学びや個に応じた学びを支える「学習センター」・「情報センター」

としての機能を充実させることも重要である。これら３つのセンター機能を生かし、学校図書

館をさらに活用することで、情報活用能力及び思考力・判断力・表現力の育成を推進されたい。 

 

（４）英語教育の推進について 

  ① 令和８年度全国学力・学習状況調査に向けた準備 

    ○ 今後の英語の授業において、MEXCBT、また１人１台端末を使用し、聞き取り・即興での発話・

録音・キーボード入力等を日常的に行い、操作に習熟しておくことが必須となる。 

    ○ 令和８年度全国学力・学習状況調査CBTサンプル問題 

       聞き取りは１回しかできない。すぐにカウントタイマーが動き出す。回答の録音は１回のみ。 

       すぐに答える問題がいくつもある。入力する力やはっきりした発音で録音する力など、より  

実践的な力が求められる。 

○ 全生徒がマイク付きイヤフォン等を使用する学習が、日常的にできる環境を構築する必要があ

る。 

  ② 授業改善のポイント 

○ 英語の「学習過程」における４つの観点 

     ・コミュニケーションの目的・場面・状況の理解 

     ・発信の方向性の決定とコミュニケーションの見通しを立てる 

     ・具体的なコミュニケーション 

     ・言語面、内容面でのまとめと振り返り 

 

   ③ 今後の指導の方針 

○ 「中学校卒業段階でCEFR A１ 相当以上の力をつける」ために、 

・英語の授業を英語で行うこと 

・MEXCBT や ＩＣＴ機器を活用し、聞き取り・即興での発話・録音・キーボード入力など

を日常的に行うこと 

・パフォーマンステストで英語力をより客観的に把握すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心をお持ちの学校は、お声がけください。 

教頭会で状況をお聞きしようと思います。 
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（５）令和8年度教職員研修について 

   ①令和８年度新任教職員研修の変更の概要 

    ○改善の意図 

     ・他者と協働し課題に取り組む経験を積むことが必要。 

           ➜ 新任者同士の結びつきを強め、協働的に取り組む研修へ。 

    ○改善の内容 

     ・協働的な学びを大切にした研修の実施 

       国立三瓶青少年交流の家にて宿泊研修 期日：令和８年８月３日（月）～５日（水） 

       宿泊研修は、小・中・高・特の新任者が職種によらず、参集し実施 

       ※夏季休業中の宿泊研修のため、授業日の研修を１日減 

 

第Ⅰ回 第Ⅱ回 第Ⅲ回 第Ⅳ回 第Ⅴ回 

５月中旬 ６月中旬 ８月３日～５日 ９月末 ２月上旬 

２日 ２日 ３日（２泊３日） １日 １日 

 

 

 

 

   ②令和８年度中堅教諭等資質向上研修、専門性向上研修の変更の概要 

    ○改善の意図 

     ・教職経験１０年の実践を振り返り、ミドルリーダーとしての在り方を見いだす機会が必要  

           ➜ より対話型、より探究型の研修にすることで、探究心をもちつつ自立的に学び  

続けるきっかけとする 

    ○改善の内容 

     ・教育センター研修の実施形態の変更 

実施形態 令和８年度から （参考）令和７年度 

集合研修 ２日 １日 

オンライン研修 ０．５日 ３日 

オンデマンド動画視聴 １日 ０．５日 

研修日数 ３．５日 ４．５日 

     ・集合研修では、「対話型の研修」を実施 

     ・知識構築型の研修は、オンデマンド動画を視聴する形態で実施 

     ・第Ⅰ回（５月）及び第Ⅱ回（７月）は、地域ごとに集合研修で実施 

        島根県教育センター、浜田教育センター、出雲合同庁舎の３会場で実施 

 

 

 

 

 

 

 

該当者がいる

場合は、研修日

程を踏まえて

年間行事計画

等を立ててく

ださい。 

“三瓶研修復活”ではなく、時代に合った内容を見直したうえでの再出発だそうです。 

中堅教諭等資質向上研修、専門性向上研修が終われば、全員による悉皆研修は終わ

ります。そこで、より対話的で探究的な研修へと変わることになりました。 

また、研修日は1日減となります。 
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４ ＡＩドリルについて 

 

 ７月に導入し、９月から本格的な活用が始

まったＡＩドリルも、それぞれの学校の創意

工夫により活用が進んでいます。１１月２０

日（木）、長浜小学校会議室で(株)ベネッセコ

ーポレーションの森本様をオンラインでお

招きし、ＡＩドリル活用促進研修会を行いま

した。今回は、「ドリルパーク」の活用状況や

活用方法だけでなく、「テストパーク」「カル

テ」などの機能や活用方法などについても詳

しく教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たくさんの問題に取り組んだ子どものテストの成績が上がってきた、という声を多く聞くようになりました。 

この約８倍の差が、学力向上につながっているように思えてきました。 

発達特性に応じた学び方 

自己肯定感の向上 

学ぶ意欲の向上 

読み書きスキルの向上 

教科学力の定着 

習得に応じた 

個別最適な学び 
カルテ 
教員・子ども 

まるぐ 

ランド 

テスト 

パーク

ドリル 

パーク 

習得 

習熟

定着 

（株）ベネッセコーポレーション 

浜田市の「ミライシード」には、4つの顔があり、それぞ

れが分担した役割を持っています。 

おかげさまで、ＷＡＵ

値で見る活用率は、右肩

上がりです。 

しかし、学校ごとに見

てみると、格差が広がり

つつあります。 

１０月より、その月に各

学校の児童生徒が取り組

んだ問題数も提供しても

らっています。 

７８７．２問 
５０４．２問 

６３問 
１０１．７問 

約８倍 
約８倍 

 テストパークの特徴  

 主要教科に対応し、観点別に学力

の定着度を精緻に確認できるテスト

を収録しています。また、多様な出

題形式で正確に学力を測定します。 

 カルテとは  

単なる活用量の表示ではなく、子

どもの自律的な学びと、先生の指導

と評価の質の向上に貢献します。 

学力向上・学びの土台づくり 
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５ IPU環太平洋大学 前田一誠教授の講演より 

 

１０月２４日（金）、第三中学校校区の学校を会場に第３７回島根県算数・数学教育研究大会（浜田大

会）が開催されました。その全大会で、浜田市算数・数学授業改善指定校アドバイザーの前田一誠先生

（IPU 環太平洋大学次世代教育学部 副学部長）の講演がありました。 

 参加された先生方から「３つのキーワードとその意図について、理解することができた。タイムマネー

ジメントを自分の課題として、授業改善に取り組みたい。」「隠す・見えなくする、たくさん「やらせ

る」、ほめるの三つを実践していけるよう、今後の授業づくりを考えていきたいと思いました。「内容を

褒める」ことができるよう、ねらいを明確に持って授業を行なっていきたいです。 」などといった感想が

寄せられる、学びの多い講演でした。すべてを再現できませんが、今後の授業改善につながるなと思った

ことをまとめてみました。 

 演題 確かな学力を育むための数学的な活動を活かした授業づくり  

・確かな学力を付けるために何が必要か、何を変えなければいけない

か。目の前の子どもたちは、１０年待たずしてＶＵＣＡの時代を生

きていくことになる。ＡＩで卒論を書いてしまう学生がいる時代、

こんな時代に何が必要か。 

それは「生きる力」であり、問題解決力、変化への対応力、情報収

集・分析力、コミュニケーション力である。それらの力を伸ばすに

は、①チャレンジした経験量 ②自己選択・自己修正 ③自己肯定感 が必要となる。この３つを持たな

いと、ＶＵＣＡの時代は乗り越えられない。これらの要素を日々の授業に盛り込んで、授業を変えていく

しかない。 

・授業づくりの今日的課題は何か。それは、 

① 主体的・対話的で、深い学びへの偏重。 

    子どもたちが話し合うだけでいいのか。 

② 振り返りに対する解釈の狭さ。 

    振り返りは大事だが、ワンパターンになっていないか。 

③ 練習問題の偏り。 

    計算はちょっとおいて、違うところに目を向けさせたい。 

・高校入試の問題を分析すると、我々が大事だと思っている問題と

実際に出た問題に「ずれ」があった。「ゴール」が変わってきてい

るのに、「ゴール」への対策が変わらないと対応ができない。偏り

があってはならない。 

・授業のどこを変えていくのか。全国学力・学習状況調査の結果で

最上位の都道府県と最下位の都道府県の差は「５ポイント」もない。授業をちょっと変えるだけで、その

差は小さくなる。何かを変えなければいけない。たとえば、授業の終わり方をちょっと変えてみる。授業

をどう終わらせるか。そこがあいまいだと、数字だけを見て答えるようになる。始点と終点を決めて測る

のが「長さ」。１ⅿ、２ⅿの１や２という数値ではない。 

・確かな学力とは何か。本質を確認すること、算数、数学は「立式」が大事であり、計算ではない。ここ

を間違えると、せっかくの学力を取りこぼしているかもしれない。 

・では、授業のどこを変えるのか。 

○ 隠す、見えなくする、見えにくくする 

○ たくさん「やらせる」 

○ ほめる 

の「３つのキーワード」を意識したい。 

社会やビジネス環境が予測困難

で混とんとしている状況 

Volatility （変動性） 

Uncertainty （不確実性） 

Complexity （複雑性） 

Ambiguity （曖昧性） 

          あなただったら 

          この計算間違い 

をどのように指 

          導しますか？ 

４５ 

―１８ 

３３ 

この子は「引けない」経験をし

たことがあるのか？ 

「引く」経験しかないのではな

いか？ 
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  隠す、見えなくする、見えにくくする  

 そのまま出すのと、隠して出すのとでは全然違

う。 

 ただ隠せばいいというものではない。 

★ 何を隠すのか。 

★ 何のために隠すのか。 

★ どこに隠すのか。 

★ どんな順に見せるのか。 

    

  たくさん「やらせる」  

 いわゆる「ドリル学習」ではない。 

 これまでの基本的な学習過程（問題解決学習の過

程）に、練習問題をどう位置付けるか。 

 算数・数学科におけるすべての領域内容を対象と

する。偏らないことが重要である。 

 練習問題は、終末場面だけではない。 

 何を練習させるのか、練習内容と目的を明確に持つことが大事である。 

★ 求答 

★ 説明力の定着・強化 

★ 表現技能の向上  

（例）数直線上に表す  さくらんぼ図で表す  式変換  位取り表に数を表す 

★ 既習内容を練習して、考考えをもたせる（想起・確認） 

★ 先取り問題   思考力を持たせる 見通しを持たせる 自信や意欲を持たせる 

★ 楽しさを感得  やらないと楽しさは感じられない 

 できるだけ多く練習させる方法とタイムマネジメント。 

★ 自立解決や交流の時間は必要以上に設定しない 

★ 必要以上に教師が話をしない  自分の体の中に体内時計をつける 

★ できる子、やりたい子にはもっとやらせる  

その間教師は個別最適化への対応  低位の子への対応  デジタルコンテンツの活用 

★ 練習時間を終末場面に限定しない 

  

  ほめる  

 姿勢がいいね、ではない。 ほめることは、トレーニングしないと難しい。 

★ 活動させ、動いたことをほめる 

★ 内容（数学的な見方・考え方）をほめる 

★ 「考えられる」ということをほめる 

 

・授業とは、 

何か（Ａ）を与え、何か（Ｂ）を隠し、何か（Ｃ）を問い、何か（Ｄ）を考えさせ、何か（Ｅ）を認 

識させる コミュニケーションである 

・授業にはテンポが大切である。もっと急がせたら時間が生まれるということではない。 

ジャネーの法則によると、２２歳と１０歳の人の体感時間は、２倍以上の差があり、１０秒もたつい

ていたら２０秒以上の差を感じてしまう。 

・研究協議はこう変わってほしい。 

   評論から代案へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理学の鉄則 

 目につきやすいものほど見えにくい 

教師が「見せる」 

↓ 

子どもは見ようとしなくなる 

↓ 

見えなくなる 

教師が「見せない」ようにする 

↓ 

子どもは見ようとする 
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     いつ授業力を上げるのか。 

４５分間授業を見ることで精度を上げるために、自分から代案を出す。 

「自分だったら…」 教師自身が主体的に、探究的に、問題解決的に学ぶ。 

   抽象から具体へ 

     「思考」という言葉を禁句にして協議してみる。 

       何でもＡＩが答えてくれる時代。これからの学習者は知らないと言えない時代になった。

具体で語り合うことが重要である。 

   脱「私」 

     授業研究をするときに、経験と勘で協議しない 

      教科書を見ましょう 

教科書に正しいことが書かれている。それを見ながら協議しましょう。教科書に書いてない

ことを入れるには、根拠がいります。 



令
和
７
年
度

理
数
教
科
指
導
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
C
B
T
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
つ
い
て

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
を
活
用
し
た
授
業
改
善
と
児
童
の
学
力
育
成
を
図
る
取
組
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
県
内

26
名
の
授
業
改
善
リ
ー
ダ
ー
教
員
（
小
学
校
教
員
）
が
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
に
お
け
る
本
県
の
課
題
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
単
元
評
価
問
題
と
授
業
プ
ラ
ン
を

CB
Tシ
ス
テ
ム
に
よ
り
公
開
し

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

担
任
・算
数
担
当
の
先
生
方
へ

１
単
元
に
入
る
前
に
、
評
価
問
題
・
授
業
プ
ラ
ン
を
確
認
。

２
授
業
プ
ラ
ン
を
参
考
に
授
業
実
践

・
単
元
終
了
後
に
、
児
童
が
評
価
問
題
を
解
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
授
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
授
業
プ
ラ
ン
は
自
校
の
児
童
の
実
態
に
合
わ
せ
て
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

３
評
価
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
！
（
授
業
内
・
家
庭
学
習
の
課
題
と
し
て
）

・
C
B
T（

Co
mp
ut
er
 B
as
ed
 T
es
ti
ng
：
端
末
を
使
っ
た
試
験
方
式
）
に
慣
れ
ま
し
ょ
う
。

→
令
和
９
年
度
か
ら
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
全
て

CB
Tに
な
り
ま
す
。

・
間
違
っ
た
！
解
け
な
か
っ
た
！
そ
の
子
の
課
題
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

・
も
う
一
度
、
問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

→
一
度
実
施
し
た
問
題
も
コ
ン
テ
ン
ツ
バ
ン
ク
か
ら
繰
り
返
し
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

11
月
・
12
月
分
の
評
価
問
題
・
授
業
プ
ラ
ン
を
公
開
し
ま
し
た
！
！

こ
の
よ
う
に
活
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
1
月
・1
2
月
公
開

第
４
学
年

「分
数
の
足
し
算
・引
き
算
」評
価
問
題
・授
業
プ
ラ
ン

第
５
学
年

「割
合
と
グ
ラ
フ
」評
価
問
題
・授
業
プ
ラ
ン

第
６
学
年

「比
の
利
用
」評
価
問
題
（力
だ
め
し
の
問
題
）

単
元
を
終
え
て
い
る
場
合
は
、

力
だ
め
し
の
問
題
と
し
て

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

資
料
A



検
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一
覧

［
タ
］
初
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【
日
本
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】
（
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/
2
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在
）
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8
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2
0
7文
字
以
上
入
力
成
功
者

３
名

※
［
タ
］
：
タ
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ン
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評
価
問
題
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
！

（
C
B
T
上
の
実
際
の
画
面
と
は
仕
様
が
異
な
り
ま
す
。
問
題
確
認
用
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

1
１
・1
2
月
公
開

４
年
生

分
数
の
計
算

1
１
・1
2
月
公
開

５
年
生

割
合
と
グ
ラ
フ



評
価
問
題
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
！

（
C
B
T
上
の
実
際
の
画
面
と
は
仕
様
が
異
な
り
ま
す
。
問
題
確
認
用
と
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
）

９
月
・1
0
月
公
開
問
題
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

1
１
・1
2
月
公
開

６
年
生

比
の
利
用



テ
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実
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流
れ
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末
：ロ
グ
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ン

⑤
テ
ス
ト
実
施
日
、
児
童
画
面
の
「
今
日
の
テ
ス
ト
」
を
タ
ッ
プ

教
員
端
末

教
員
端
末

教
員
端
末

児
童
端
末

問
題
配
信
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
し
ま
ね
の
教
育
情
報
w
e
b
E
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S
（
以
下
U
R
L
）
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
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p
s
:/
/
e
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-
s
h
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a
n
e
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p
/
d
o
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m
e
n
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s
h
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o
u
k
a
/
1
7
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2

※
ア
ク
セ
ス
に
は
、
ID
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。



令和８年度教職員研修について 

島根県教育センター 

Ⅰ 令和 8年度新任教職員研修の変更の概要 

１ 改善の意図 

● 他者と協働し課題に取り組む経験を積むことが必要 

        → 新任者同士の結びつきを強め、協働的に取り組む研修へ 

 ２ 改善の内容 

● 協働的な学びを大切にした研修の実施 

・国立三瓶青少年交流の家にて宿泊研修 期日:令和８年８月３日（月）～５日（水） 

・宿泊研修は、小・中・高・特の新任者が職種によらず、参集し実施    

※夏季休業中の宿泊研修のため、授業日の研修を 1日減 

                                              

＜令和８年度教育センター研修 日程概要＞ 

第Ⅰ回 第Ⅱ回 第Ⅲ回 第Ⅳ回 第Ⅴ回 

５月中旬 ６月中旬 ８月３日～５日 ９月末 ２月上旬 

２日 ２日 
３日（２泊３日） 

三瓶青少年の家 
１日 １日 

        

Ⅱ 令和８年度中堅教諭等資質向上研修、専門性向上研修の変更の概要 

１ 改善の意図 

● 教職経験１０年の実践を振り返り、ミドルリーダーとして在り方を見いだす機会が必要 

→ より対話型、より探究型の研修にすることで、探究心を持ちつつ自律的に学び続ける 

きっかけとする 

2 改善の内容 

● 教育センター研修の実施形態の変更 

実施形態 令和 8年度から （参考）令和 7年度 

集合研修 ２日 1 日 

オンライン研修 ０．５日 3 日 

オンデマンド動画視聴 1 日 ０．５日 

研修日数 ３．５日 ４．５日 

        ・集合研修では、「対話型の研修」を実施 

        ・知識構築型の研修は、オンデマンド動画を視聴する形態で実施 

        ・第Ⅰ回（５月）及び第Ⅱ回（７月）は、地域ごとに集合研修で実施 

         （島根県教育センター、浜田教育センター、出雲合同庁舎の 3会場で実施） 

資料Ｂ



来庁時のお出迎えの様子 

 

 

 

浜田市出身で、東京 2025 世界陸上競技選手権大会 3000m 障害において 8 位入賞

し、現在は SUBARU 所属の三浦龍司選手が市長を表敬訪問されました。 

来庁の際には、歓迎セレモニーを行い、約 200 人の職員等が拍手やお祝いの言葉

で出迎えました。 

また、この日の夜には浜田市陸上競技協会が主催する世界陸上 2 大会連続入賞祝

賀会も行われ、懐かしい方たちとのひと時を楽しまれました。 

【歓迎セレモニー】令和 7 年 11 月 10 日(月) 15 時 20 分～ 本庁 1 階正面玄関前 

【市長表敬】   令和 7 年 11 月 10 日(月) 15 時 30 分～  市長応接室 

【世界陸上 2 大会連続入賞祝賀会】 

令和 7 年 11 月 10 日(月) 18 時 30 分～20 時 30 分 浜田ワシントンホテルプラザ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 

市長から「浜田の特産品セット」を贈呈 

三浦龍司選手の市長表敬及び歓迎セレモニーについて 

恩師である上ヶ迫さんも同席されました 

 

祝賀会でスピーチをする三浦選手 

来年元旦に開催される「ニューイヤー駅伝」に、SUBARU チームのメンバーとして三浦龍司選手が出

場される予定です。活躍を期待し、引き続きみなさんの応援をよろしくお願いします。 

令 和 7 年 1 2 月 2 2 日 

教 育 委 員 会 定 例 会 資 料 

ス ポ ー ツ 振 興 課 

　　　　  資料8



 

 

 

 

 

ＪＦＡ（公益財団法人 日本サッカー協会）が子どもの心身の健全な成長を目的と 

して開催している「夢の教室」について、下記のとおり実施しましたので報告します。 

記 

1  開催日  令和 7年 11 月 18 日（火曜日） 

 

2  実施小学校及び参加児童数 

【午前】三階小学校 20 名（5年）  【午後】旭小学校 18 名（5年） 

 

3  講師情報 

【夢センセイ】石島 雄介（インドアバレーボール、ビーチバレーボール） 

【アシスタント】式田 高義（サッカー） 

 

  4  教室の概要 

【前半(35 分)】体育館でゲームの時間 【後半(55 分）】教室で夢先生のトークの時間 

  

 

   

  

 

記念撮影 トークの時間（夢を掴むまでの話） 

 

ゲームの時間(オープニングで児童を

相手にパスを披露) 

ゲームの時間(チームワークゲームの様子) 

ＪＦＡこころのプロジェクト「夢の教室」の開催について 

令 和 7 年 1 2 月 2 2 日 

教 育 委 員 会 定 例 会 資 料 

ス ポ ー ツ 振 興 課 
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浜田ロータリークラブからモルック競技用具を寄贈いただきました。 

これは、2025-26 年度ロータリー財団地区補助金を活用され、市民の健康促進を

目的としてモルック体験会の開催にあわせ取り組まれたものです。 

市長表敬の際には、取組の主旨や軽スポーツの普及に向けた思いを伝えられ、実

際に市長も競技を体験されました。 

また、後日開催されたモルック体験会は、72 名参加があり、子どもから高齢者ま

でが一緒になって軽スポーツを楽しみました。 

【市長表敬】   令和 7 年 11 月 21 日(金) 11 時 30 分～ 庁議室 

【寄贈品】    モルック競技用具 10 セット、人工芝 1 コート分 

【モルック体験会】令和 7 年 11 月 30 日(日) 9 時～ 

 

   

市長表敬 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
モルック体験会 

 

浜田ロータリークラブ モルック競技用具寄贈式について 

令 和 7 年 1 2 月 2 2 日 

教 育 委 員 会 定 例 会 資 料 

ス ポ ー ツ 振 興 課 
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エキスパート指導者招聘事業の実施について 

 

 浜田市エキスパート指導者（野球競技）である、浜田市出身の元WBC2023野球日本代表

コーチ（現北海道日本ハムファイターズファーム総合コーチ）の清水雅治氏が、今年度の

活動を行うため帰郷され、12月5日（金）には市長を表敬訪問し、近況と今年度の活動に

ついて報告されました。 

本事業は浜田市野球連盟との共催により、12月6日（土）・7日（日）には市内小中学生

を対象とした野球合同練習会で技術指導、6 日（土）の夕方には市内の指導者を対象とし

た講演会を行いました。 

 野球合同練習会は約 130 名、講演会は約 15 名が参加し、真剣な表情で現役プロ野球コ

ーチの指導を受け、充実した時間を過ごしました。 

 

 

令 和 7 年 1 2 月 2 2 日 

教 育 委 員 会 定 例 会 資 料 

ス ポ ー ツ 振 興 課 

市長から改めて委嘱状を交付 

野球合同練習会の様子 

市長表敬の様子 
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◎12 月 14 日（日）開催 

参加チーム数 33 チーム（前回 34 チーム） 

【上位チームの成績】 

順 位 第 34 回(40.1km) 第 33 回(39.5km) 

第１位 雪舟益田 2：05：25 浜田Ａ 2：05：20 

第２位 浜田Ａ 2：07：30 松 江 2：06：37 

第３位 韋駄天雲南 2：08：21 出 雲 2：06：46 

④松江 ⑤出雲 ⑥奥出雲 ⑦雲南三掛吉 ⑧邑南瑞穂 ⑨斐川 ⑩平田 

【浜田市 5 チームの成績】 

＊「キズナ」と「たすき」を胸に、日本海の潮風が吹きすさぶ師走の石見路を駆け抜け 

観る人すべてに感動と勇気を与えてくれました。 

 旭は単独でのチーム構成が難しかったため、浜田と混成チームでの出場となりました。 

チーム名 第 34 回 第 33 回(39.5km) 

浜田Ａ 第 2 位 2：07：30 第 1 位 2：05：20 

浜田Ｂ 第 14 位 2：17：22 第 5 位 2：08：27 

三 隅 第 16 位 2：18：35 第 11 位 2：12：05 

金 城 第 21 位 2：22：36 第 19 位 2：19：32 

弥 栄 第 32 位 2：39：20 第 34 位 2：35：24 

【個人・チーム優秀表彰】※浜田市 5 チーム受賞者掲載 

【区間新記録賞】 
佐々木 敦弘 (浜田Ａ：一般男子(3 区))  

福濱  駿 (浜田Ａ：一般男子(6 区)) 

【区間 10 位以内（※浜田市５チームのみ掲載）】 

区間(距離) 種 別 氏名(区間順位・チーム名) 

１区(2.4 ㎞) 中学以上女子 三浦 璃緒(3位：浜田B)、釜江 由來(4位：浜田A) 

２区(6.2 ㎞) 一 般 男 子 金坂 裕貴(2位：浜田Ａ)、小林 遼太郎(6位：金城) 

３区(7.4 ㎞) 一 般 男 子 佐々木 敦弘(2位：浜田Ａ)、大賀 徹(8位：浜田Ｂ) 

４区(3.1 ㎞) 中 学 男 子 
田中 陽翔(2位：浜田B)、甲斐 琥太郎(7位：浜田A) 

美浦 杜樹(9位：弥栄) 

５区(1.8 ㎞) 中 学 女 子 伊藤 光花(9位：三隅) 

６区(4.1 ㎞) 一 般 男 子 福濱 駿(1位：浜田Ａ) 

７区(6.5 ㎞) 一 般 男 子 新田 大(7位：浜田A) 

８区(8.6 ㎞) 一 般 男 子 多原 大和(6位：浜田Ａ) 

 

 

 

第 34 回浜田－益田間駅伝競走大会（しおかぜ駅伝）の結果 

令 和 7 年 1 2 月 2 2 日 
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第 6 回及び第 7 回石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会の会議結果 

について 

 

第 6 回及び第 7 回石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会の会議結果につ

いて下記のとおり報告します。 

 

記 

 

1 第 6 回石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会 

⑴ 日 時：令和 7 年 11 月 18 日（火）18 時 30 分～20 時 10 分 

⑵ 場 所：浜田市立中央図書館 多目的ホール 

⑶ 出席者：委員 13 人（欠席 1 人） 

⑷ 議 題                      

協議事項 「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」について 

 

2 第 7 回石見神楽保存・伝承拠点基本構想検討委員会 

⑴ 日 時：令和 7 年 12 月 9 日（火）18 時 30 分～20 時 20 分 

⑵ 場 所：浜田市立中央図書館 多目的ホール 

⑶ 出席者：委員 9 人（欠席 5 人） 

⑷ 議 題                      

協議事項 「石見神楽保存・伝承拠点基本構想（案）」について 

 

3 今後の流れ 

  検討委員会については、第 7 回検討委員会で終了予定であったが、基本構想(案)

について複数の修正意見があり、とりまとめに至らなかったため、今後第 8 回検討

委員会を追加で開催予定。 

令 和 7 年 1 2 月 2 2 日 

教 育 委 員 会 定 例 会 資 料 
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